
多発性骨髄腫に対するサリドマイド療法の後方視的検討
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はじめに

サリドマイド (Thal) は1958年に睡「R案として発売さ

れたが, 妊婦の服用により手足の奇形児 (アザラシ肢症

/ サリドマイド児) が発生し, 1962年に発売中止となっ

た美剤である
一方でThal は, 塩基性線維芽細胞増殖因子 (basic―

ibrobttt g ttdl fat
Stor bFG D - 2 によって意起された血

管新生を抑制すると報告1)され, 回形がんに対する抗腫

瘍効果の検討が行われてきた 多発性骨髄腫 (m ultlpL

m yclom tt NIM ) においても, 骨髄中の血管新生やその

促進因子が骨髄腫の進展に重要な役割を呆たしてお

り2) 3), s.nghal らにより難治性症例に対するTllaIの有

効性が報告。されて以来, 現在では再発 難治性多発性

骨髄腫に対する重要な治療選択肢となっている 海外で

1)大和市立病院 血波内科, 2)横浜市立大学附属市民結合医療センター 血液内科!
3)神奈川県立がんセンター 化学療法科, 4)藤沢市民病院 血滋膠原病科
5)横須賀市立市民病院 血江内科, 6)静岡赤十字病院 血滋内科
7)横浜市立大学大学院医学研究科 病態免疫制御内科学

要 旨 :横浜市立大学附属病院およびその関連施設においてサリドマイ ド (m al) 治療を受けた多発

性骨髄腫 (sIM ) 息者で, その治療効果および有害事象について後方視的検討を行った 対象は2001

年11月か ら2006年11月までに Tllal治療 を開始 した43例 (男性21例, 女性22例) で, 年齢中央値66

(39
- 83) 才であった 前治療 としては42例が m al以前に化学療法 (11例の自己幹細胞移植を含む)

を行われており, うち21例は2 レジメン以上の化学療法がおこなわれていた Tha 投与量は200m g/

日以下が38例, 300～400m g/ 日が 5 例であり, ほとんどが少量投与であった 全体の治療奏功率は

32 6% , 無増悪期間は中央値11か月であった ステロイド併用群 (22例) とm al単独群 (21例) の

間で, 奏功率, 無増悪期間ともに有意差を認めなかった 有害事象としては使秘, 皮疹, 眠気, 全身

浮腫, 倦怠感が多く, 8 例で皮疹, 味覚障害, 自血球減少症, 腎障害のためにThal中止を必要とし

た 一方, 海外からの報告が多い血栓症を併発した症例はなかった 再発難治性多発性骨髄腫に対し

て Tha は有効であり, 合併症も許容範囲であったが, 効果の長期持続は困難であった.

晩y w ord厳 多発性骨髄腫 (lllulllPle m yelom a)! サリドマイド (tllalldom ldc)
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は, 未治療例への使用う)。)や自家造血幹細胞移植後の維

持療法')としても優れた治療成績が報告されている

今回われわれは横浜市立大学附属病院およびその関連

施設において軸江治療を受けた w酎4息者の後方視的検

討を行ったので, 報告する

対象および方法

対象は, 2001年11月から2006年11月までの 5年間に積

浜市立大学附属病院およびその関連施設 (横浜市立大学

附属市民総合医療センター, 神奈川県立がんセンター,

藤沢市民病院, 横須賀市立市民病院, 静岡赤十年病院)

で Tllal治療を開始 した43例の M M 息者 とした 恥al

投与にあたっては, 各施設の倫理委員会の承認取得後,

息者への十分な説明および文書での同意を得た

治療効果判定は,欧州血濃骨髄移植グループ (醐 M T)

山崎悦子, 神奈川県大和市深見西8 - 3 - 6 (〒242 8602) 大和市立病院 血液内科
(原稿受付 2008年11月17日/ 改訂原稿受付 2008年12月22日/ 受理 2009年 1 月 7 日)


